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「大量の情報に対して新たな見方を提供する」九州大学発ベンチャー起業 

 
概 要 
 九州大学情報基盤研究開発センターの廣川佐千男教授が代表者を務める Lafla プロジェクトは、平

成 18 年度に採択された独立行政法人科学技術振興機構（JST）の大学発ベンチャー創出推進制度の成

果を基に、メンバー等が出資して、「株式会社 Lafla」（代表取締役 宥免 達憲、本社：福岡県福岡

市 資本金：400 万円）を平成 20 年 9 月 3 日に設立しました。 
 
 
■背 景 
 IT、インターネットの普及により、大量の情報を容易に収集できるようになった一方で、人間の処理

能力を上回る情報の洪水状態が発生しており、大量の情報の中から、いかに有効な情報を効率よく探し

出すかが課題となっています。 
現在は Google,Yahoo!が情報検索の役割の大半を担っていますが、これらは検索結果を一次元的に表

示していることから、一度に識別できる情報量に限りがあり、また所望する情報に到達するためには、

複数の検索キーワードを入力しなければならない場合も多く、そのため、適切な検索キーワードが思い

浮かばず、思った情報が得られないということにもつながっています。 
 
■内 容 
 株式会社 Lafla の核となる技術は、複数のテキスト文書中から、特徴的な言葉を抽出し、文書中に現

れる特徴語の頻度を解析することで、特徴語同士の関連性を導き出すというテキストマイニング技術に

基づくものです。 
テキストマイニング技術は廣川佐千男教授が研究開発した「ConceptGraph®」という分析エンジン

とともに、分析結果を可視化表示する「MINDEX®」にて構成されます。また、インターネット上に公

開されている Web ページから、選択的に情報を抽出するための「Web クローラー」についても研究・

開発しており、必要な情報を自動的に収集する事が可能です。 
 
■効 果 
 テキストマイニング技術を活用することで、大量の文書群を言葉のつながりにより可視化し、内容を

俯瞰できることに加え、俯瞰した言葉から新たな気づき、発見を促し、連鎖的に情報を読み進めていく

ことができるようになります。これにより、Web サイトであれば、深層ページの露出、ページビュー数

の向上につながり、また、大量の情報を閲覧する場合においては、きっかけとなる言葉から、さらに興

味のある言葉を効率よく発見し、その言葉が含まれる文書を深く読み進めていくことができるようにな

ります。 
 
■今後の展開 
 初年度は、「ConceptGraph®」「MINDEX®」「Web クローラー」を用いた情報の分析サービスを特定

企業に対して提供します。これら技術を、株式会社矢野経済研究所にて提供する有価証券報告書分析サ

ービス「有報 LenZ™」をはじめとして、広く展開を図ると同時に、Web サイト内の情報を可視化し、

深層ページに潜む情報を効率的に露出するための汎用的な分析サービスもASP形式にて提供予定です。 
また、属性情報が付与された文書群を共通属性によって階層的に超高速分類する独自技術を有してお

ります。これにより、あらゆる検索フェーズから、任意の追加条件を網羅的に計算し、効率的な検索条

件の組合せを推薦することが可能となります。本技術を基に、文字入力を行うことなく、目的とする情

報に素早く辿り着くことのできる情報検索サービスを携帯電話向けに開発中で、2009 年 2 月を目標に

提供を開始する予定であり、これらサービスをインターネット経由で提供することで、事業化後 3 年で

年商 1 億円を目指します。 



本件については，独立行政法人科学技術振興機構（ＪＳＴ）より平成２０年９月８日付けでリリース

されております。 

 
 
 

【お問い合せ】 
株式会社 Lafla 
担当：宥免 
電話：092-400-4562 
FAX：092-400-4563 
Mail：info@lafla.co.jp 
URL：http://lafla.co.jp（株市域会社 Lafla ホームページ） 

 

 

【株式会社 Lafla の事業形態】 

 
 



【株式会社矢野経済研究所「有報 LenZ™」での適用画面例】 

 



【JST サイエンスポータルサイトでの適用画面例】 

 


